
特定教育・保育施設の利用定員の設定に係る主なご意見及びそれに対する市の考え

主なご意見 佐世保市の考え

〇３号認定のニーズが高まることについては同感であり、受け皿の増加につい
ても賛成。ただし、いわゆる詰め込みの保育にならない様にして留意してもらい
たい。

〇未婚者が増え、出生率が低下する傾向にあることを忘れてはならない。安易
に０歳児受入の枠を拡げるべきではない。（多額の税金を投入することになる。）

〇産後の母体休養、父の育休取得推進と逆行している。注視すべき問題である
と考える。

〇各施設の１号受入数が違うのに資料には最低限と記載してある。市で考える
最低限を教えてほしい。

〇他園の１号に空きがあるのに１号を増やす必要があるのか。

〇意見書１．②で「・・・供給量の過多にならないものと考える。」については、過
多とならないまでも、競合が生じるのではないかと感じます。施設間の競合は、
保育の質の向上につながることを考えますと必要なものかと思います。しかし、
定員に満たない状況が続く場合は、保育士の処遇低下が懸念されます。

〇意見書２．「・・・３号認定子どもに係る利用定員の設定は適当と考えます。」に
ついては、適当ではないとは言えないまでも、不十分であると感じます。しかし、
日宇エリアで提供量増が見込まれるようですので、利用者への影響は無いのか
もしれない、と思います。

ご指摘のとおり、佐世保市子ども・子育て支
援事業計画における量の見込みに対して、
３号認定子どもの利用定員は不足している
状況であることから、今後も保育環境の整
備におけるソフト及びハード両面での対応
を視野に入れながら、適切かつ柔軟な運用
を図ってまいります。

貴重なご意見ありがとうございます。

ライフスタイルや就業形態等が多様する
中、保護者の幼児教育・保育へのニーズも
幅広いものに変化しています。そのため、
本市ではそれらのニーズに対応するなど利
用する市民の立場を考慮したきめ細やかな
支援を行ってまいりたいと考えております。

貴重なご意見ありがとうございます。

認定こども園は、保護者の就労状況等にか
かわらず、子どもを預けることが可能な施
設であることから、１号認定子どもの利用定
員の設定は適切と考えております。

また、その定員の設定については、各施設
における在園児世帯の状況等から見込み
を勘案した意向であり、最低限の設定とし
て適切と考えます。


